
総理大臣杯争奪「第４７回西日本実業柔道団体対抗大会」 
対戦記録と戦評 
 
男子第二部 
 
昨年旭化成Ｂとして第１部に出場、惜しくも第２部に転落した旭化成は、桁

違いの地力差で優勝、第一部復帰した。 
また、決勝戦で一敗地にまみれるも、準決勝戦まで破竹の勢いで進撃した大

阪拘置所もうれしい第一部昇格。 
 
 
［第１回戦］ 
 
日柔整請求ｻｰﾋﾞｽ○代２   －      ２ 三菱レイヨン大竹 
 

（先鋒）迫  聖  ４段   引分      旗手 陽一  初段      
（次鋒）岩村 憲幸 ３段   大外刈  〇  杉本 脩   ２段 
（中堅）西  卓郎 ３段 〇 巴投      出本 宣弘  初段   
（副将）佐海 雅幸 ２段   小外掛  〇  長岡 由眞  初段 
（大将）森田 浩喜 ４段 〇 内股      上杉 敏己  初段 
（代表）西  卓郎 ３段    判定      杉本 脩   ２段 
 
 
   新日本製鐵大分 ３    －   ２ 日本エースサポート 
 
（先鋒）梶原 康廣 ２段 〇 上四方固    板浦 靖浩  ４段 
（次鋒）竹本 五成 ３段 〇 上四方固    半澤 尚浩  ３段 
（中堅）藤原 光希 ２段   小外掛  〇  正木 一将  ４段  
（副将）牧野 寛之 ３段 〇 上四方固    前田 尚利  ３段 
（大将）尾田 長政 ３段   横四方固 〇  三浦 翔平  ３段  
 
 
 
 
 
 



   奈良少年刑務所 １    －   ４ 日経サービス  
 
（先鋒）森本 良  ３段   大外刈  〇  一色 謙作  ２段 
（次鋒）岩切 省吾 ３段   内股   〇  尾見谷竜一  ３段 
（中堅）茂中 修  ５段   優勢勝     田附 雄一  ２段         
（副将）甲谷 勢一郎３段   支釣込足 〇  山口 司   ３段 
（大将）諸見里真経 ３段 〇 横四方固    橋本 豊   ３段  
 
 
  十全会十全病院  ５    －   ０  大阪ガス 
 
（先鋒）上野 雅史 ２段 〇 横四方固    太谷 健三  ２段 
（次鋒）松本 勝二郎３段 〇 負傷勝     浅田 健志  ２段 
（中堅）山岡 靖英 ４段 〇 上四方固    松井 邦彦  ２段  
（副将）松岡 晃史 ２段 〇 一本背負    田中 祐介  ２段 
（大将）富松 寿人 ３段 〇 送襟絞     硎  誠   初段 
 
 
  ひらた整骨院クラブ２    －   １  帝人 
 
（先鋒）寺田 雅人 ３段   引分      有野 伸也  ２段 
（次鋒）平田 和義 ５段 〇 大腰      中田 将也  初段 
（中堅）大西 浩介 ３段 〇 上四方固    笠井 睦   ２段   
（副将）浦崎 勝治 ４段   優勢勝     石井 孝敏  ３段 
（大将）滝澤 順  ３段   引分      藤岡 譲   ２段   
 
 
［第２回戦］ 
 
旭化成    ５    －     ０  日柔整請求サービス 

 
（先鋒）角地 信太郎４段 〇 反則       迫  聖   ４段 
（次鋒）石橋 剛士 ４段 〇 袈裟固     岩村 憲幸   ３段  
（中堅）平野 敬一 ３段  （指導２）    西  卓郎  ３段  
（副将）河野 誠  ４段 〇 腕挫十字固   佐海 雅幸   ２段  
（大将）木村 純  ３段 ○ 払腰       森田 浩喜   ４段 



新日本製鐵大分０    －     ４   日経サービス 
 
（先鋒）梶原 康廣 ２段   優勢勝     一色 謙作  ２段 
（次鋒）竹本 五成 ３段  （指導３）      尾見谷竜一  ３段 
（中堅）藤原 光希 ２段   合せ技   〇  田附 雄一   ２段  
（副将）牧野 寛之 ３段   引分      山口 司   ３段 
（大将）尾田 長政 ３段   小外刈  〇  橋本 豊   ３段  
 
 
大阪拘置所  ４    －     ０  十全会十全病院   

 
（先鋒）井上 真樹 ３段 〇 上四方固    上野 雅史  ２段     
（次鋒）田上 賢三 ３段 〇 背負投     松本勝二郎  ３段          
（中堅）吉田 健  ４段   引分      山岡 靖英  ４段 
（副将）有松 雅司 ３段 〇 合せ技     松岡 晃史  ２段        
（大将）岩見 晃  ４段 〇 すくい投    富松 寿人  ３段 
 
 
  ひらた整骨院クラブ②    －   ２  大阪刑務所 
 
（先鋒）寺田 雅人 ３段   優勢勝      山野 貴司  ３段 
（次鋒）平田 和義 ５段  優勢勝          嶋羽 大輔   ３段 
（中堅）大西 浩介 ３段 〇 小外掛     阿部 健太  ３段   
（副将）浦崎 勝治 ４段   優勢勝     井出 保宏  ３段 
（大将）滝澤 順  ３段   引分      中崎 伸行  ３段   
 
 
［準決勝戦第１試合］ 
 
    旭化成    ４    －   ０ 日経サービス 
 
（先鋒）角地 信太郎４段  優勢勝     一色 謙作 ２段 
（次鋒）千葉 大介 ３段   引分      尾見谷竜市  ３段  
（中堅）家泉 崇  ３段 ○ 合せ技     田附 雄一  ２段  
（副将）河野 誠  ４段  優勢勝     山口 司   3段  
（大将）木村 純  ３段 ○ 合せ技     橋本 豊   ３段 



［準決勝戦第２試合］  
 
    大阪拘置所  ４    －   １ ひらた整骨院クラブ 
  
（先鋒）井上 真樹 ３段 ○ 払腰      寺田 雅人  ３段 
（次鋒）田上 賢三 ３段 ○ 合せ技     平田 和義  ５段  
（中堅）吉田 建  ４段   合せ技  ○  大西 浩介  ３段  
（副将）有松 雅司 ３段 ○ 小外刈     堀  和雄  ４段  
（大将）岩見 晃  ４段  優勢勝      滝澤 順   ３段   
 
 
［決勝戦］ 
 
共に破竹の進撃で進出した旭化成対大阪拘置所の決勝戦。 
 
    旭化成    ５    －   ０  大阪拘置所 
 
（先鋒）角地 信太郎４段  優勢勝     井上 真樹 ３段  
（次鋒）千葉 大介 ３段 ○ 腕搦       田上 賢三 ３段 
（中堅）家泉 崇  ３段 ○ 肩車      吉田 建  ４段  
（副将）河野 誠  ４段 ○ 合せ技     有松 雅司 ３段   
（大将）木村 純  ３段 ○ 大外刈     岩見 晃  ４段   
 
先鋒戦。旭化成・角地は左組みから足払、大外刈、大阪拘置所・井上は右組み

から内股の応酬で、熱戦を繰り広げる。両者互角のまま迎えた残り時間１７秒

に、井上が大内刈に攻めるところを角地はこれを払い返すと井上横転する。試

合は続行され、すぐに立上った井上を角地はそのまま場外に押し倒す。この時、

審判の協議。結果は効果の判定。旭化成、先取点を上げる。 
 
次鋒戦。旭化成・千葉は左組み、大阪拘置所・田上は右組みのケンカ組み手。

試合開始直後より、共に中量級の両者の激しい攻防が続く。中盤、田上が小外

掛から身体を預けると、千葉はうまくこれを外して寝技で攻める。見応えのあ

る攻防。千葉は執拗に寝技で攻め、井上の右腕を捕らえたまま遂に押え込みに

入ると、腕をがっちり極められた田上は堪らず「参った」。旭化成は連続一本勝

で王手を掛ける。 
 



中堅戦。序盤は両者組み手を争う展開。４３秒両者に指導１。再開後、旭化成・

家泉は、右足から小外掛に行くと見せて、そのまま右足を滑らせながら大阪拘

置所・吉田の股下に潜り込み、肩車に担ぎ上げて、ダイブしながら前に掬うよ

うに落すと、吉田はクルッと回って背中から畳に落ちる。４８秒。旭化成は早々

と１０度目の優勝を極める。 
 
副将戦。開始早々の１６秒、長身１９０ｃｍ、大阪拘置所･有松が奥襟を掴み、

低い姿勢から前に押し込む旭化成・河野の勢いを利用し、支釣込足で有効を奪

う。その後は、１分３３秒に河野が大内刈から小外刈の連絡技で有効、２分に

大内刈にて有効。２分２３秒には消極的になった有松に指導１。猶も河野は３

分１２秒に内股で有効と、着々と加点。攻めまくる河野は、最後は３分４６秒

大内刈で技ありを奪い、そのまま横四方固に押さえて一本。 
 
大将戦。開始早々から体格に勝る旭化成・木村が大阪拘置所・岩見を圧倒。岩

見に１分４秒、指導１。その後も木村は岩見を圧倒するが、岩見は１分４５秒、

虚を衝いた低い右背負投で木村をあわやと思わせる。しかし、１分５３秒には

偽装的攻撃で指導２を受ける。そして２分１３秒、木村の片襟からの右大外刈

に、岩見は必死に持ちこたえようとするが抗し切れず、背中から叩きつけられ

て一本。旭化成、５対０の完封勝。 
 
この結果、優勝の旭化成と準優勝の大阪拘置所が第１部に昇格。第１部で、初

戦敗退の４チームから抽選の結果、近畿通関と綜合警備保障が第２部に転落。

両チーム、来年は捲土重来を期す。 


